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I. 決算概要
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(億円）
増収増益＆２桁伸長を達成

０７/３期 ０８/３期

売上高

粗利益（率）

販管費（率）

営業利益（率）

経常利益（率）

当期純利益

期中平均レート ＵＳ＄ １１７ 円 １１４ 円 ２．２％ 円高

ＥＵＲ １５０ 円 １６２ 円 ７．７％ 円安

増減率

３,０６４

１,６８２（54.9%）

１,０１３（33.1%）

６６９（21.8%）

６４２（21.0%）

４３４

11%

10%

7%

15%

11%

17%

２,７６４

１,５３３（55.5%）

９４９（34.3%）

５８５（21.2%）

５８０（21.0%）

３７２
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434372585 669

2,764
3,064

売上高

2008年３月期 財務状況

営業利益
営業利益率 当期純利益

＋14.5％ ＋16.5％

(億円）

21.2％
21.8％

０７/３期

+299

+85

+61

０８/３期 ０７/３期 ０８/３期 ０７/３期 ０８/３期

＋10.8％
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484 527

229

1,525
1,625

568 588

284

売上高 (エリア別)
（億円）

＋6.5％

＋17.4％

（＋10.1％）

日本 欧州 米州 アジア

＋11.5％

（＋13.7％）

＋24.0％

（＋18.8％）

+100

+84 +61

+55

海外＋16.1％
（＋13.2％ 為替影響除く）

海外比率 45％→47％

０７/３期 ０８/３期
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640

288

455
307

477

771

1,382

1,510

売上高 (商品群別）
(億円)

ホスピタル カテーテル ＣＶ・人工血管 生活医療

＋9.2％

＋20.5％ ＋4.9％ ＋6.6％

+127

+131

+22

+19

０７/３期 ０８/３期
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Ⅱ. STeP UPのレビュー
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売上 ２桁成長を達成

1000

2000

3000

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 08/3期

ＣＡＧＲ
連結 10％
国内 4％
海外 18％

億円 3064
3000（当初目標）
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営業利益も２桁成長を達成

100
200
300
400
500
600
700

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 08/3期

ＣＡＧＲ
12％

億円
669

630（当初目標）
2年目から
の飛躍
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達成の要因（１） 国内安定成長を堅持

「リスクマネジメント」にフォーカスした事業展開

メディカルプラネックスの戦略的活用

ソリューションパック

輸液ポンプ

メディカルプラネックス
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達成の要因（２） 海外の事業展開力を強化

◆最先端の商品でプレゼンス向上
・「Ｎｏｂｏｒｉ」 「ＤｕｒａＨｅａｒｔ」など

◆地域戦略の促進
・米国カテーテル商品の自販化

・欧州Ｂ２Ｂビジネスの展開など

◆Ｍ＆Ａによる新技術獲得とシナジー
・英国バスクテック社との技術融合品を発売

・米国マイクロベンション社を買収

「Nobori」

「ＤｕｒａＨｅａｒｔ」
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Ⅲ. 新中期計画
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非連続への挑戦

成長スピードの飛躍的な加速

３０６４億５年

５０００億

４０００億

３年

２年
中期目標

２０００億

１０００億円
成長に１２年

08/3期 11/3期 13/3期



16

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
JN

J

G
E

M
ed

tro
ni

c

Si
em

en
s

B
ax

te
r

Ty
co

Ph
ili

ps

Fr
es

en
iu

s

B
SC B

D

St
ry

ke
r

A
bb

ot
t

B
 B

ra
un

テ
ル
モ
（
５
年
後
）

3M

Zi
m

m
er

ST
.Ju

de

To
sh

ib
a

S&
N

O
ly

m
pu

s

テ
ル
モ

＄１＝１２０円で計算2007/3期リーグ（US$ Million）

２０位

１兆円リーグ

８０００億円リーグ

５０００億円リーグ

2013/3期には5000億円リーグへ
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単品 融合

ベッド
医療

寝かさない
医療

国内先行 グローバル

非連続への挑戦

「静」 から 「動」 へ

デリバリー技術 システム
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世界に
存在感のある
企業へ

③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦

②グローバル化の推進

＜３つの戦略＞

非連続への挑戦

①カンパニー制の進化
（事業ポートフォリオの強化）
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① カンパニー制の進化
（事業ポートフォリオの強化）

製品・技術軸 顧客軸

専門医

一般Dr

専門技師

ナース・コメディカル

患者（在宅）

一般消費者

血液センター

心臓血管

ホスピタル

ヘルスケア

血液

医

薬

品

医

療

器

カ

テ

ー

テ

ル
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② グローバル化の推進

グローバル
中枢機能

日本

アジア

世界の医療に貢献するグローバル企業へ

現地経営力
の強化

ネット
ワーク

本社の中枢
機能強化

新興国にも
注力

欧州

北米

東欧
ロシア

中南米
中東
アフリカ
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③ イノベーションへの挑戦

医療
従事者

患者
社会

技術革新

改良改善

救命

DEステント

延命

ＤｕｒａＨｅａｒｔ

医療事故防止

プレフィルドシリンジ

痛くない

ナノパス
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顧客軸での事業シナジー強化

• 医療器と医薬品の融合（Ｄ＆Ｄの推進）

• 病院領域と在宅領域のシナジー

事業開発力の強化

• ソリューション・改良改善

グローバル事業展開力の強化

ホスピタル
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コア技術を核とした領域拡大

• カテーテル技術等

大型新商品のグローバル展開

外科手術分野への拡大

成長に向けた生産投資

新興国への本格参入

心臓血管
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全社グローバル化のドライビングフォース

• 世界１６０カ国に発売、新興国のドアオープナー

現市場で世界Ｎｏ１を目指す

• 品質とブランド力で差別化

• 新商品投入によるフルライン化

さらなる成長への機会

• 細胞治療、ＮＲＣ（人工赤血球）

血液
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医療とは別のビジネスとして分割

• 顧客のスピードに合わせた機動的な事業運営

• 家庭の予防医療への本格取り組み

• 自社コア技術（生体モニタリング）の拡大

海外への本格取り組み

ヘルスケア
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売上目標

2500

3000

3500

4000

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期

４０００億円

３１８０

３０６４

３年で９４０億円の増収

08-11/３期
CAGR 9%

09-11/3期
CAGR 12%



27

営業利益目標

400

600

800

1000

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期

８５０億円

６８０６６９

２桁成長トレンドの継続

08-11/3期
CAGR 8%

09-11/3期
CAGR 12%
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09/3期 計画

２％６８０６６９営業利益

１４％１８０１５８研究開発費

５３％２４０１５７設備投資

４％３１８０３０６４売上

伸長率09/3期08/3期

億円

次の成長へのステップ
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《おことわり》

本資料に記載されている業績予想ならびに将来
予測は、現時点で入手可能な情報に基づき、当
社で判断した予想であり、潜在的なリスクや不
確実性が含まれています。そのため様々な要因
の変化により、実際の業績が、記載されている
予想・見通しとは異なる場合がありうることをご
承知おきください。実際の業績に影響を与えうる
重要な要素には、当社の事業領域を取り巻く経
済情勢、為替レート、競争状況などがあります。


